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こ
の
四
年
間
で
得
た
ア
イ
デ

ィ
ア
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
実
現
し
た
い
事

業
の
一
部
を
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

都
市
計
画
に
お
い
て
は
、
ネ

ク
ス
ト
芳
賀
の
夢
を
描
き
つ
つ
、

ミ
ニ
団
地
な
ど
で
周
辺
地
域
の

活
性
化
を
図
り
、
道
路
網
の
整

備
と
河
川
整
備
、
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
の
導
入
に
よ
る
森
林
整
備

な
ど
で
市
の
強
靱
化
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
新
工
業
地
帯
の

構
想
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の

連
携
に
よ
る
企
業
誘
致
、
中
心

市
街
地
で
の
買
い
物
支
援
な
ど
、

雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
の
発

展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
新

規
就
農
支
援
や
再
生
産
可
能
な

農
業
の
実
現
、
米
価
下
落
や
国

の
農
業
政
策
変
換
へ
の
対
応
、

藻
の
生
産
に
よ
る
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
薬
草
の
生
産
な
ど
新

時
代
の
農
業
の
研
究
、
農
業
観

光
施
設
の
誘
致
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
観
光
に
お
い
て
は
、

舞
鶴
山
や
倉
津
川
を
「
花
と
歴

史
」
の
観
光
名
所
に
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
充
実
、
モ
ン
テ
の
支
援

な
ど
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

福
祉
に
つ
い
て
は
、
介
護
士

や
保
育
士
・
学
童
の
先
生
の
待

遇
改
善
、
障
が
い
者
・
児
へ
の

支
援
充
実
、
さ
ら
に
「
福
祉
産

業
」
集
積
都
市
の
構
想
、
山
形

独
自
の
奨
学
金
制
度
の
導
入
、

三
世
代
同
居
や
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
な
ど
、
喫
緊
の
少
子
高

齢
化
問
題
に
対
応
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
教
育

な
ど
の
多
様
な
教
育
と
学
力
向

上
、
地
域
が
学
校
に
関
わ
る
教

育
の
実
現
と
い
じ
め
や
体
罰
の

根
絶
、
そ
し
て
将
来
的
な
夢
と

し
て
、
天
童
に
大
学
を
誘
致
す

る
と
い
っ
た
教
育
問
題
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
考
え
て
い

る
こ
と
を
列
挙
し
ま
し
た
が
、

細
か
い
説
明
は
と
て
も
書
き
き

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
頂
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
か

ら
も
「
ア
イ
デ
ィ
ア
と
実
行
」

を
目
指
し
て
、
全
力
で
走
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
頂
き
た
く
思
い
ま

す
。

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
民
党
に
お
い
て

県
連
の
青
年
局
長
を
拝
命
し
、

県
内
の
青
年
議
員
と
と
も
に
観

光
業
界
の
青
年
層
と
の
意
見
交

換
会
を
開
き
、
政
策
提
言
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
す
る
な
ど
の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当

時
自
民
党
の
青
年
局
長
だ
っ
た

小
泉
進
次
郎
局
長
を
は
じ
め
、

全
国
の
若
手
議
員
達
と
活
動
を

と
も
に
し
、
交
流
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
勉
強
に
な
り
、
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
役
職
を
と
お
し
、

経
験
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
蓄
積
で

き
た
四
年
間
で
し
た
。

　

こ
の
四
年
間
で
、
様
々
な
役

職
を
経
験
し
勉
強
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、

初
年
度
、
商
工
観
光
常
任
委
員

会
に
所
属
し
、
震
災
後
の
観
光

の
復
興
、
産
業
振
興
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
二
年
目
に
は

農
林
水
産
常
任
委
員
会
で
、
原

発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
の
払

拭
や
新
規
就
農
者
支
援
、
再
生

産
可
能
な
農
業
振
興
な
ど
を
テ

ー
マ
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

三
年
目
に
、
建
設
常
任
委
員

長
を
拝
命
し
、
当
時
節
目
を
む

か
え
て
い
た
建
設
関
連
の
施
策

に
関
わ
り
ま
し
た
。
政
権
交
代

後
の
国
土
強
靱
化
政
策
に
対
応

し
、
山
形
を
襲
っ
た
災
害
復
旧

の
た
め
に
、
建
設
業
の
人
材
不

足
や
資
材
高
騰
へ
の
対
応
に
追

わ
れ
ま
し
た
。
四
年
目
の
今
年

度
は
文
教
公
安
常
任
委
員
長
を

拝
命
し
、
体
罰
や
い
じ
め
の
根

絶
、
学
力
向
上
や
郷
土
愛
の
醸

成
と
い
っ
た
教
育
問
題
と
、
特

殊
詐
欺
、
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー

事
案
へ
の
対
応
な
ど
警
察
関
連
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◇昭和49年　天童市小路に生まれる
地元の南部小学校、天童第一中学
校卒業

◇平成 5年　山形東高校卒業
◇平成 9年　東北大学文学部卒業
◇平成11年　立正大学大学院修士課程修了
◇同　　年　日蓮宗信行道場にて修行を終え、

僧侶の資格を得る
◇平成12年　百日の大荒行を満行
◇現　　在　天童妙法寺副住職
◆趣　　味　読書と執筆、スキー、野球、バス

ケ等のスポーツ
◆信　　条　代案なき批判をしない

理想の灯を照らして、現実の暗い
道をいく

　
私
が
県
議
会
議
員
と
な
っ
て
か
ら
丸
四
年
。
政
策
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
る
た
め

の
様
々
な
勉
強
と
、
少
し
で
も
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の
活
動
の
日
々
で
し
た
。
今
回
は
、

四
年
間
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
今
後
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
の
一
端
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

常
任
委
員
長
や
自
民
党
県
連

青
年
局
長
な
ど
の
役
職
を
経
験

1

質
問
で
の
提
言
と
条
例
制
定

2
天
童
市
に
お
け
る
活
動

3

今
後
、
実
現
し
た
い
こ
と

4

ア
イ
デ
ィ
ア
と
実
行
！

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

小泉局長と飛島への船中にて

と
い
っ
た
農
林
業
の
取
り
組
み

や
支
障
木
伐
採
、
河
道

改
修
・
立
谷
川
の
魚
道

と
い
っ
た
河
川
整
備
、

信
号
機
の
設
置
や
交
通

安
全
へ
の
対
応
。
こ
う

し
た
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

地
域
課
題
は
尽
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
皆
様
か
ら
の
意

見
・
要
望
を
頂
き
な
が

ら
、
問
題
の
解
決
、
未

来
へ
の
投
資
に
む
け
、

今
後
と
も
邁
進
し
ま
す
。

　

議
員
に
と
っ
て
議
会
で
一
般

質
問
や
予
算
質
問
に
立
つ
こ
と

は
、
意
見
を
述
べ
る
貴
重
な
機

会
で
あ
る
と
同
時
に
、
施
策
を

必
死
に
勉
強
す
る
機
会
と
も
な

り
ま
す
。
こ
の
四
年
間
で
、
そ

の
機
会
を
フ
ル
に
使
い
、
計
八

回
の
質
問
の
場
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ィ
ア
提
供
を
主
体
と

す
る
の
が
私
の
ポ
リ
シ
ー
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
も
、
全
国
の

好
例
を
紹
介
す
る
新
聞
記
事
を

ス
ク
ラ
ッ
プ
し
、
実
現
し
た
い

施
策
を
ま
と
め
た
ノ
ー
ト
を
つ

く
る
こ
と
が
、
私
の
趣
味
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

七
冊
ほ
ど
、
施
策
ノ
ー
ト
も
一

冊
を
使
い
切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
県
産
酒

で
乾
杯
」
条
例
の
発

案
と
制
定
を
さ
せ
て

頂
き
、
歯
科
保
健
条

例
の
議
会
発
議
条
例

に
関
わ
る
貴
重
な
機

会
を
得
ま
し
た
。

　

天
童
選
出
の
県
会
議
員
と
し

て
、
県
の
施
策
提
言
と
同
時
に
、

天
童
市
の
た
め
に
尽
く
す
の
が
、

私
の
使
命
で
す
。
市
長
と
森
谷

県
議
、
市
議
会
議
員
の
方
々
と

し
っ
か
り
連
携
し
な
が
ら
努
力

し
て
い
ま
す
。

　

道
路
整
備
や
都
市
計
画
に
お

い
て
は
、
蔵
増
南
回
り
バ
イ
パ

ス
と
い
っ
た
主
要
幹
線
の
整
備

が
今
後
続
い
て
い
き
、
さ
ら
に

芳
賀
地
区
の
整
備
や
新
駅
の
開

設
、
工
業
団
地
の
整
備
な
ど
、

天
童
に
は
事
業
が
目
白
押
し
で

す
。
ま
た
、
歩
道
拡
張
や
農
道

整
備
と
い
っ
た
地
域
密
着
の
ハ

ー
ド
整
備
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
観
光
振
興
を
目
指
し
、
天

童
織
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
若
手

と
と
も
に
立
ち
上
げ
、
楽
市
楽

座
な
ど
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の

創
設
に
尽
力
し
ま
し
た
。
舞
鶴

山
周
辺
、
温
泉
街
、
若
松
や
西

沼
田
と
い
っ
た
観
光
ゾ
ー
ン
の

振
興
は
、
私
の
主
題
で
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
他
、
子
育
て
支
援
や
学

童
保
育
の
充
実
に
関
し
て
、
市

長
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
り
、

特
別
支
援
学
校
の
天
童
へ
の
誘

致
を
森
谷
県
議
と
と
も
に
実
現

さ
せ
た
り
と
い
っ
た
福
祉
関
連

の
取
り
組
み
、
農
産
物
の
風
評

被
害
や
降
雹
被
害
へ
の
対
応
、

新
規
就
農
者
支
援
や
土
地
改
良

▲予算質問にて

▲織ら田の天童楽市楽座にて。若手の仲間達と


